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本
経
済
は
、
不
況
と
デ
フ
レ
の
泥

沼
か
ら
な
か
な
か
抜
け
出
せ
な

い
。
景
気
は
二
〇
〇
九
年
四
〜
六
月
期
以

降
、
ア
ジ
ア
向
け
輸
出
な
ど
を
テ
コ
に
回

復
基
調
に
あ
る
が
、
名
目
成
長
率
で
見
れ

ば
、
依
然
マ
イ
ナ
ス
成
長
が
続
い
て
い
る
。

景
気
を
反
映
す
る「
物
価
」が
マ
イ
ナ

ス
の
ま
ま
推
移
し
て
い
る
た
め
だ
。
デ
フ

レ
は
不
況
期
特
有
の
現
象
だ
が
、
リ
ー
マ

ン
・
シ
ョ
ッ
ク（
〇
八
年
九
月
）以
降
の
世

界
同
時
不
況
が
徐
々
に
改
善
す
る
中
、
先

進
国
で
唯
一
、
日
本
の
デ
フ
レ
だ
け
が
止

ま
ら
な
い
。
消
費
者
物
価
指
数
は
直
近

一
〇
カ
月
連
続
で
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
だ
。

物
価
の
上
昇
下
落
は
、
中
長
期
的
に
は

経
済
の
需
給
動
向
で
決
ま
る
。
大
幅
な

需
給
ギ
ャ
ッ
プ（
三
五
兆
円
の
需
要
不
足
）

が
あ
る
現
状
で
は
、
物
価
が
全
般
的
に
下

が
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
日

本
の
場
合
、
欧
米
と
違
っ
て「
構
造
的
な

デ
フ
レ
」が
体
質
化
し
て
い
る
点
は
大
き

な
問
題
だ
ろ
う
。

そ
れ
は
第
一
に
、
輸
出
依
存
型
経
済
の

中
で
、
新
興
国
か
ら
安
価
な
労
働
集
約
財

が
大
量
に
流
入
し
、
物
価
押
し
下
げ
圧
力

が
強
く
働
い
た
こ
と
。
第
二
に
、
九
〇
年

代
半
ば
以
降
、
雇
用
者
報
酬
が
一
貫
し
て

減
り
続
け
、
内
需
の
力
が
急
速
に
弱
く

な
っ
た
こ
と—

に
あ
る
。

し
か
も
、
こ
れ
ら
の
要
因
に
は
、
日
本

経
済
特
有
の
不
均
衡
と
格
差
増
大
が
背

景
に
あ
る
。
自
動
車
、
電
機
な
ど
競
争
力

の
あ
る
輸
出
企
業
に
よ
る
貿
易
黒
字
は

「
円
高
」を
生
み
、
そ
れ
を
通
じ
て
格
安
輸

入
品
の
増
大
に
一
層
拍
車
が
掛
か
っ
た
。

一
方
、所
得
低
下
は
消
費
者
の「
低
価
格

志
向
」を
定
着
さ
せ
、
企
業
は
売
れ
な
い

か
ら
値
段
を
下
げ
る
。
企
業
側
の
コ
ス
ト

削
減
は
、
当
然
人
件
費
に
も
及
び
、「
安
売

り
競
争
」が
結
果
的
に
全
般
的
な
所
得
切

り
下
げ
圧
力
を
生
む
と
い
う
悪
循
環
だ
。

消
費
者
の「
デ
フ
レ
期
待
」は
根
強
い
。

物
販
、
外
食
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の「
安

売
り
競
争
」は
、
今
や
全
国
ど
こ
で
も
見

ら
れ
る
。
所
得
低
下
と
と
も
に
、
失
業
へ

の
懸
念
や
年
金
・
医
療
な
ど
の
将
来
不
安

も
影
響
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

で
は
、
こ
う
し
た「
デ
フ
レ
の
脅
威
」に

ど
う
対
応
す
べ
き
か
。
政
府
は
〇
九
年

一
一
月「
デ
フ
レ
宣
言
」を
し
た
が
、
対
策

は
な
き
に
等
し
い
。
金
融
緩
和
へ
の
取
り

組
み
を
盛
ん
に
強
調
す
る
が
、
大
幅
な
需

要
不
足
経
済
の
下
で
は
、
単
に
通
貨
流
通

量
を
増
や
し
て
も
、
投
資
や
消
費
は
伸
び

な
い
。
将
来
の「
イ
ン
フ
レ
期
待
」へ
の

働
き
掛
け
が
重
要
と
す
る
見
方
も
あ
る

が
、
日
銀
が
望
ま
し
い
イ
ン
フ
レ
率（
〇

〜
二
％
）を
決
め
た
と
こ
ろ
で
、
実
体
経

済
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
効
果
は
な
い
だ

ろ
う
。

ま
た
、
デ
フ
レ
対
策
と
し
て
の「
円
高

是
正
」は
輸
入
品
価
格
を
押
し
上
げ
る
一

つ
の
手
段
だ
が
、
市
場
価
格
で
あ
る
為
替

水
準
に
介
入
す
る
の
は
、
む
し
ろ
弊
害
の

方
が
大
き
い
。

深
刻
な
デ
フ
レ
を
解
消
す
る
に
は
、
経

済
全
体
の
需
要
を
拡
大
す
る
以
外
に
道

は
な
い
。
総
需
要
拡
大
に
は
、
政
府
の
財

政
支
出
が
効
果
的
だ
が
、
従
来
の
公
共
事

業
中
心
の
景
気
対
策
で
な
く
、
需
要
サ
イ

ド
の「
家
計
所
得
」増
大
に
目
を
向
け
た

政
策
は
、
基
本
的
に
間
違
っ
て
い
な
い
。

日
本
型
デ
フ
レ
の
根
底
に「
賃
金
デ
フ

レ
」が
あ
る
こ
と
は
、
疑
い
よ
う
が
な
い
。

勤
労
統
計
に
よ
る
と
、
〇
九
年
の
労
働
者

一
人
当
た
り
月
額
給
与
は
前
年
比

三・九
％
減
と
九
一
年
以
来
最
大
の
減
少
と

な
っ
た
。
こ
う
し
た
所
得
、
雇
用
環
境
の

厳
し
さ
が
需
要
を
縮
小
さ
せ
、
消
費
低
迷

に
よ
る
デ
フ
レ
の
長
期
化
を
招
い
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
恩
恵

に
浴
し
た
多
く
の
輸
出
企
業
は
、
こ
の
間

の
業
績
回
復
の
過
程
で
も
、
賃
金
コ
ス
ト

削
減
の
手
を
緩
め
よ
う
と
し
な
い
。
そ
の

結
果
、
企
業
業
績
の
回
復
が
所
得
に
反
映

さ
れ
ず
、
内
需
拡
大
に
結
び
付
か
な
い
。

こ
れ
は
、
企
業
内
の
正
社
員
と
非
正
規

雇
用
の
待
遇「
格
差
」に
も
通
じ
る
。
景

気
や
経
済
が
回
復
し
て
も
、
内
需
を
支
え

る
所
得
が
伸
び
な
け
れ
ば
、
消
費
は
低
迷

す
る
。
非
正
規
労
働
者
が
全
勤
労
者
の

三
分
の
一
を
占
め
る
現
在
、
こ
れ
は「
日

本
型
デ
フ
レ
の
原
点
」と
言
え
る
だ
ろ
う
。

「
デ
フ
レ
対
策
」と
い
っ
て
も
、
固
有
の

対
策
は
な
い
。
消
費
拡
大
で
内
需
を
伸

ば
す
こ
と
、
そ
し
て
所
得
低
下
と
需
要
縮

小
の
悪
循
環
を
断
ち
切
る
こ
と
が
、
今
何

よ
り
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
家

計
所
得
を
暖
め
る
雇
用
失
業
対
策
や
将

来
不
安
を
払
拭
す
る
政
策
が
不
可
欠
だ
。

二
〇
一
〇
年
の
春
闘
で
は
、
大
半
の
企

業
が
ベ
ア
実
施
の
予
定
は
な
い
と
い
う
。

前
回
の
九
〇
年
代
前
半
の
景
気
回
復
期

も
企
業
業
績
は
回
復
し
た
が
、
賃
金
は
増

え
な
い
ま
ま
、
物
価
だ
け
は
マ
イ
ナ
ス
基

調
だ
っ
た
。
内
需
を
支
え
る
家
計
所
得
に

光
明
が
差
さ
な
い
限
り
、
日
本
の
デ
フ
レ

は
必
要
以
上
に
長
期
化
す
る
だ
ろ
う
。
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